
 

 

 

 

  

「マタニティマーク」は平成 29（2017）年 3 月 10 日に、

誕生から 11 年を迎えます。 

妊娠初期は、赤ちゃんの成長はもちろん、お母さんの健康を

維持するためにもとても大切な時期です。しかし、外見からは

見分けがつかないため、「電車で席に座れない」、「たばこの煙が

気になる」など妊婦さんにはさまざまな苦労があります。 

 こうした妊婦さんの苦労を軽減し、また、周りの皆さんが妊

婦さんへの気づかいを示しやすくするよう、平成 18（2006）

年 3 月 10 日に「マタニティマーク」を発表しました。 

 

マタニティマークは、こんなときのために 

①妊産婦が交通機関等を利用する際に身につけ、まわりの方が妊産婦への配慮を示しやすくする。  

②緊急時に、妊婦であることを知らせやすくする。 

③交通機関、職場、飲食店、公共機関などが、ポスターなどに使用し、妊産婦にやさしい環境づく

りを支援していることをアピール。 

 

 

●マタニティマーク、これからの 10 年にむけた取組 
 

認知度は 20～30 代の約 7 割！妊婦では 9 割以上！ 
内閣府が平成 26 年に実施した調査では、20～30 代で「マークを

知っていた」と回答した方が約 7 割。厚生労働省が平成 25 年に実

施した調査では、妊娠中にマタニティマークを知っていたと回答し

た方は 93.5％。妊婦やパートナー世代での認知が高いことが伺え

ます。 

 
中高年の男性の認知度を上げる 
一方、中高年の男性を見ると、50 代で 44.5％、60 代 38.0％、70

歳以上 23.9％と、認知度が低いことが伺えます。（平成 25 年厚生

労働省調査）こうした方にはマークそのものの周知と、マークの意

味をお伝えできるよう、広報活動を行っていきます。 

 

マークの「意味」を正しく理解していただくために 
また、マタニティマークを知っていても、52.3％の母親が使用し

ていないこともわかりました。厚生労働省としては、関係機関や企

業などとも協力し、マークの意味を正しく理解してもらい、妊婦さ

んへの思いやりや、ちょっとした心づかいなど、社会のやさしいつ

ながりを実感できる取組として、これからもマタニティマークの周

知を行います。 

 

 

マタニティマーク ファクトブック 
３月１０日で１１年。 これまでの１０年、これからの１０年 

マタニティマーク、これからの 10 年に向けた取組 
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平成 12 年 11 月 
「健やか親子２１推進検討会報告書」において「妊

娠・出産に関する安全性と快適さの確保と不妊へ

の支援」の具体的な取組として「妊娠初期の妊婦

に対する社会的配慮を喚起するための方策として、

妊婦バッチの普及の試みも意味がある。」と記載。 

 
平成 17 年 10 月 31 日 
第 3 回「健やか親子２１」推進検討会において、

妊婦バッチ等の取組についての検討委員からの提

案を踏まえて議論し、統一したマークを作成する

ことを決定。 

 
平成 17 年 12 月 1 日 
第 4 回「健やか親子２１」推進検討会において、

マタニティマークのデザイン公募を決定。 

平成 17 年 12 月 14 日から 
平成 18 年 1 月 31 日 
厚生労働省ホームページでマタニティマーク

のデザイン公募。 

 

平成 18 年 2 月 22 日 
「健やか親子 21」推進検討会での審査の結果、

応募総数 1,661 作品の中から社会福祉法人 

恩賜財団母子愛育会埼玉県支部（埼玉県）の

作品をマタニティマーク（最優秀作品）とし

て決定。 

 

平成 18 年 3 月 10 日 
厚生労働省よりマタニティマークの選考結果

を報道発表。 

この 3 月 10 日がマークの誕生日！ 

 

 
 

平成 18 年 
首都圏の鉄道業者 16 社でマタニティマーク無料

配布、ポスターやチラシで周知。 

報道：朝日新聞、日本経済新聞、東京新聞の朝刊、

NHK おはよう日本、日テレおもいっきりテレビ、

TBS ニュース、IPC ブラジルチャネル、読売新聞

夕刊など 

 
平成 20 年 10 月 
首都圏の鉄道事業者 20 社へ 

 
平成 25 年 
関西の鉄道業者 25 社でマタニティマーク配布と

ポスター、ステッカーによる車内での周知 

平成 26 年 
NEWS23、関西テレビスーパーニュースアンカー、

政府広報ラジオ・新聞突出広告など 

 
平成 27 年 
フジテレビ系トーク番組「ワイドナショー」、

朝日新聞（関西、中国、四国版）、excite.ニ

ュース、JCAST ニュース、ワーナー・マイカ

ル（映画「あらしのよるに」タイアップポス

ター）、TBS 系朝の情報番組「いっぷく！」

など 

 
平成 28 年 
日経新聞夕刊 など 

 
    
 
 
 
 
 

 

 

 
 

【参考】マタニティマークに関する調査 

  マタニティマークに関する取り組みの状況調査（平成 18 年～平成 28 年）（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課） 

 「母子保健に関する世論調査」（平成 26 年 7 月内閣府大臣官房政府広報室） 

 平成 25 年度厚生労働科学研究「健やか親子２１」の最終評価・課題分析及び次期国民健康運動の推進に関する研究（研究

代表者 山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座 山縣 然太朗） 

マタニティマークは、こうして生まれました 

マタニティマークを、皆さんに知ってもらうための活動 

平成 18 年に配布した 
キーホルダー 

平成 18 年に作成した 
ポスター 
































































































































